
研究・各種分析はオープン・ラボで紹　介

　㈱久留米リサーチ・パークは、産学官が連携して、地元
の中小企業の研究開発やベンチャービジネスを応援して
います。

　今回紹介するオープン・ラボは、製品開発の根拠データ
取得のほか、製品の異臭発生・異物混入の原因究明など、
さまざまな用途で利用されています。

自社調達にコストがかかる高価な分析機器等を安価に利用できます。

　市は、市民や事業者の皆さんと協働し、清潔で美しいま
ちづくりを進めるため環境美化促進条例を定め、それぞれ
が守るべき事柄について明らかにしています。快適な環境

を維持することは、事業活動の向上にもつながります。事業
者の皆さんの理解と協力が必要です。

協働による美しいまちづくり

■問環境政策課　■☎0942-30-9146　■F 0942-30-9715　■✉ kansei@city.kurume.lg.jp

■問株式会社久留米リサーチ・パーク 研究開発部
　 （久留米百年公園内）

■☎0942-37-6150　■F 0942-37-6119

今回紹介した機器以外にもさまざまな分析機器等があります。
利用方法・料金などの詳しい情報は、㈱久留米リサーチ・パーク
のホームページを確認してください。

技術相談（無料）

　揮発性有機化合物をガスクロマトグラフ部により各成分に
分離し、質量分析部でイオン化した成分を検出する装置です。
　香気成分や悪臭成分、VOCなどの分析が可能です。またポリ
マーの熱分解発生ガスの分析や、捕集剤に収集した大気成分
の情報を得ることができます。

　オープン・ラボでは、調査や分析の手法、分析後のデータ解
析等について、専門スタッフが相談に応じ、必要に応じて利用
者と一緒に行い、問題解決のお手伝いをします。安心して活用
してください。

　㈱久留米リサーチ・パークが保有する機器や実験室を有料で提供する施設のことです。
オープン・ラボでは、分析装置、評価機器など約120種類の機器に加えて、実験室が低料金
で利用できます。来社して利用することが難しい場合は、測定代行も行っています。

ガスクロマトグラフ質量分析装置

オープン・ラボって？

B eautification drive
ポイ捨て ごみゼロを目指して

事業活動に伴い発生するごみの散乱を防ぎ回収する
例えば…【飲料販売事業者】
　　　　飲料容器を回収するために
　　　　適当な場所に回収容器を設置する

●ポイ捨てを防ぐ
事業所周辺の道路や公園等のごみ拾い
くるめクリーンパートナー制度をぜひ活用してください。
市の支援（清掃用具の提供、市HPへの企業名掲載など）

●ポイ捨てごみを拾う

　試料に電子線を照射し、試料より出てくる色々な信号を検出
することで、試料表面像、反射電子像や試料中に存在する元素
を分析する表面分析装置です。元素の種類や分布状況、含有量
等を調べることで、クレーム分析や研究開発の評価機器として
利用されています。

電子線マイクロアナライザー

オープン・ラボでよく利用されている機器を一部紹介します。● 分析・評価機器（有料）

クリーンパートナーの詳細環境美化促進条例
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